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Memo第９回 テーマ 地域企業の課題
ゴール 自らの切り口から地域企業の課題を見いだす

本日の流れ
１．前回ミニッツペーパーの振り返り
２．個人ワーク：自らの切り口から地域企業の課題を見いだす
３．ミニッツペーパー（全員提出）

配布資料

2017.11.16

第９回 ミニッツペーパー 本日の講義をふまえて、下記の設問に回答してください。

1．「自らの切り口」を50～100字程度で具体的に記述してください。
2．自らの切り口から考えたケース企業の「課題」を1文で記述してください。 書き方は
「きちみ製麺の課題は、○○（ケース企業の現状のうち着目する事柄）が△△（将来像）になること」

※皆さんの回答についてのフィードバックを[来週11月22日水曜午前中]までにmanabaからお伝えします。 http://miyagi-coc.jp/s1/

本日のワーク テーマ１ 自らの切り口から地域企業の現状を把握する

本日のワーク テーマ２ 自らの切り口から地域企業の将来像を描く

本日のワーク テーマ３ 自らの切り口から地域企業の課題を見いだす

①「現状」を把握する
②「将来像」を描く
③ギャップ＝「課題」を見いだす

将来像

△
課
題
▽

ギャップ

現 状

① 地域企業の課題を見いだすために「現状」を把握する

• 自らの切り口から、地域企業が、今どんな状態にあるか把握する
• 自らの切り口に「将来像」が含まれると、その方向で現状を探してしまうので、
注意が必要
（例）△白石温麺の知名度拡大 ＞＞ ○白石温麺の知名度

• 課題を見いだしやすくするために、現状はひとつひとつの事柄に整理する
（例）切り口を体格とした場合、現状として体重、身長、腹囲、BMIなどの事柄が挙げられる
体重80㎏、身長170㎝、腹囲80㎝、BMI27.68など、それぞれ具体的に把握していく

② 地域企業の課題を見いだすために「将来像」を描く

• 地域企業の着目した事柄（現状）が、将来どうなっているといいのかを考える
• 将来像に具体的な解決策が含まれないように注意する
• 将来像を描いたら、「企業の将来像を描くための４つのチェックリスト」をふまえて、
企業にとってより望ましい将来像になっているか確認する

 この授業では、自らの切り口から企業の何を見るかを絞って、「現状」を把握し、
「将来像」を描き、「課題」を見いだす

③ 地域企業の「課題」を見いだす

 「現状」と「将来像」のギャップ、乗り越えるべき壁＝「課題」を見いだす
• 課題は「○○（ケース企業の現状のうち着目する事柄）が△△（将来像）になること」
と言い表せる

 地域企業の課題の見いだし方

下記のチェック項目について、自分が見いだした課題を見直しましょう

 最も興味を持った「企業の現状のうち着目する事柄」を、ひとつだけ
選んでいるか

 最も興味を持った事柄が将来どうなっているといいのか、 「企業の将来像を
描く４つのチェックリスト」をふまえて、 「将来像」を描けているか

 書き出した「課題」の中に解決策が含まれていないか


